
■ 配筋リストレイアウト実行したときのリストの並ぶ順番について

① 符号

・ 符号の順に左から並びます。（例：G1 → G1A → G1B → G2 → G3 → G11 → G11A → G12）

・ 符号が同じリストは、縦に整列されます。

・ 部材ファミリのタイプパラメータの[符号]に入力されている符号が、リストをエクスポートした際に

リストファミリのタイプパラメータ[符号]に入力されます。

② レベル

・ レベルの順に下から並びます。（例：2 → 3 → 4 → R）

・ レベルが同じリストは、横に整列されます。

・ 部材ファミリのタイプ名の頭文字（例：2G1であれば「2」、RG11であれば「R」）が、リストのインスタンス

パラメータの[レベル]に入力されます。

③ 空リスト

・ 同じ符号のリストが、レベルによって存在しない場合は、空リストファミリが自動で配置されます。

・ 空リストの符号は、インスタンスパラメータの[符号]から修正が可能です。
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